
高岡地区行政相談だより（1）  ［第39号］

伏木曳山祭「けんか山」
高岡市伏木地区では、毎年5月に海岸鎮護・海上安全の神である伏木神社の祭礼として、「伏木神社春季例大祭」、
通称「けんか山」が行われます。昼は美しい花傘を広げた7基の花山車が町を巡り、夜には提灯を灯した曳山
同士の激突「かっちゃ」が繰り広げられます。今年は3年ぶりに伏木地区外からの観客を招き、街は大きな活気に
包まれました。

「
住
み
た
い
ま
ち 

高
岡
」の
実
現
に
向
け
て

�

高
岡
市
長　

出
町
　
譲
　

行
政
相
談
委
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
、
行
政

と
国
民
の
懸
け
橋
と
し
て
、
地
域
住
民
の
行
政
全
般
に

関
す
る
意
見
や
要
望
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
解
決
や
実
現

に
熱
意
と
誠
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
能
登
半
島
地
震
の
発
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に

伏
木
地
区
で
行
わ
れ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
に
は
、
震
災
以
来
、
伏

木
を
離
れ
ら
れ
て
い
た
方
も
集
ま
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
の
笑
顔
を
見

て
い
る
と
、
今
後
は
、「
心
の
復
興
」
も
必
要
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
回

の
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
復
興
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
復
旧
に
留

ま
る
こ
と
な
く
、
復
興
へ
と
歩
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
高
岡
市
で
は
、
10
年
後
の
将
来
像
「
住
み
た
い
ま
ち　

高
岡
」
の
実

現
に
向
け
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
意
見

を
反
映
さ
せ
、
高
岡
市
の
こ
れ
か
ら
を
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
実
現
す

る
た
め
の
大
切
な
計
画
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
10
月
か
ら
市
内

各
地
区
で
実
施
し
て
い
る
「
ま
ち
か
ど
ト
ー
ク
」
で
は
、
地
域
の
課
題
や
あ
り

た
い
姿
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
対
話
を
通
じ
て
、
市
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
豊
富

な
経
験
と
高
い
見
識
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
住
民
の
相
談
相
手
と
し
て
、
地
域

の
発
展
に
さ
ら
な
る
ご
貢
献
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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マスコット
「キクーン」

行政相談を国民に親しみや
すく、気軽に利用してもらう
ため、行政相談窓口の愛称を
「きくみみ」としたのと同時
に、マスコット「キクーン」は
誕生しました。コンセプトは、
『地域社会に寄り添って一
人ひとりの声を聞く』です。
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～ 

委
員
か
ら
の
一
言 

～

氷
見
市　
　
　
　
　
　

西
川 

よ
し
子

　

先
日
、
と
あ
る
件
で
「
相
談
す
る
側
」
と

な
り
、
そ
の
真
摯
な
対
応
に
心
が
軽
く
な
っ

て
い
く
と
い
う
経
験
を
し
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
と
い
う
大
役
を
引
き
受

け
、
改
め
て
こ
の
重
責
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
皆
様
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
「
き
く
み
み
」
の
具
現
化
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
新
任
行
政
相
談
委
員
の
紹
介

「
高
岡
地
区
行
政
相
談
だ
よ
り
」
の
発
行
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
行
政
相
談
委
員
の
皆
様
と
各
市
の
担
当

者
の
方
々
に
は
、
常
日
頃
か
ら
富
山
行
政
監
視
行
政
相

談
セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
行
政
相
談
及
び

行
政
相
談
委
員
制
度
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

行
政
相
談
の
本
来
の
対
象
は
、
国
の
行
政
で
す
。
国

の
行
政
は
、
膨
大
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
地
域
に
密
着

し
た
事
務
は
市
町
村
が
担
う
こ
と
か
ら
直
接
国
民
と
触

れ
合
う
部
分
が
少
な
く
、
行
政
と
い
う
と
市
町
村
の
業

務
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
実
際
に
は
市
町
村
の
業
務
に
も
法
定
受
託
事
務
や
基

幹
部
分
の
規
則
等
を
国
が
定
め
て
い
る
も
の
も
あ
り
こ

れ
ら
は
対
象
に
な
り
ま
す
。
と
は
い
え
行
政
相
談
と
い

う
以
上
、
市
町
村
の
業
務
だ
か
ら
扱
え
ま
せ
ん
と
い
う

こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
指
導
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
相
談
内
容
を
お
伝
え
し
て
ご
検
討
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
常
日
頃
か
ら

市
町
村
の
担
当
者
と
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の

で
す
。
引
き
続
き
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

最
近
、
特
に
私
自
身
が
身
の
周
り
で
強
く
感
じ
ら
れ

る
事
で
す
が
、
地
域
内
の
人
口
減
少
、
デ
ジ
タ
ル
化
の

進
展
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
複
雑
多
様
化
、
地
方
公
共
団

体
の
税
収
減
な
ど
に
よ
る
行
政
の
ス
リ
ム
化
な
ど
で
、

全
国
的
な
事
と
思
い
ま
す
が
相
談
者
の
方
々
の
内
容
も

ま
す
ま
す
複
雑
多
様
化
し
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
と
き
に
こ
そ
、
国
民
に
寄
り
添
い
「
聞
く

耳
」
の
心
で
、
そ
の
声
を
「
行
政
に
繋
ぐ
」
懸
け
橋
と

し
て
、
相
談
者
の
方
々
の
苦
情
の
解
決
や
要
望
の
実
現

に
、
今
ま
で
以
上
一
層
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
、
行
政
相
談
委
員
は
、
こ
れ
等
の
こ
と
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
一
層
の
研
鑽
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
、県
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

遠
慮
な
く
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
気
軽
に
ご
相
談
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
　
挨
　
拶

�

富
山
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　

�
所　

長　
　

児
　
玉
　
陽
一
郎
　

　「
聞
く
耳
を
持
っ
て
、
行
政
に
繋
ぐ
！
」

�

高
岡
地
区
行
政
相
談
委
員
連
絡
会　
　
　
　
　
　

�

会　

長　
　

小
　
林
　
紀
　
孝
　

みんなのお困
こま
りごとをキクーン！
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行政相談とは…
　行政などへの苦情や意見、要望を受け付け、問題
の解決を促進するとともに、行政の制度や運営の
改善に生かす仕組みです。無料で相談でき、秘密は
固く守られます。
　難しい手続きは不要で相談できます。
※�画像データについては、総務省の「行政相談パンフレット」から
引用しました。

行政相談委員は国民（住民）と行政のパイプ役です行政相談委員は国民（住民）と行政のパイプ役です行政相談委員は地域住民と行政の橋渡しをしています

令和 7年度の相談事例
事例 ❶「道路の歩道の雑草が見苦しいとの苦情」
相談内容 �	� 道路の歩道の雑草が見苦しいとの苦情。
対応結果 �	� 相談を受け付けた行政相談委員が現地を確認し、県の

担当課に連絡した結果、雑草が刈り取られた。

事例 ❷「�道路のタイルがはがれており、直してほしい」
相談内容 �	� 自宅前道路のタイルがはがれており、直して

ほしい。
対応結果 �	� 相談を受け付けた行政相談委員が現地を確認

し、修繕要望のあった箇所を含め、複数個所
の破損を確認。市の担当課に連絡した結果、
すぐに修繕がなされた。

▲ 改善前　　　　      　 ▲ 改善後

▲ 改善前　　　　 　  　　　 ▲ 改善後

高岡地区行政相談委員
令和7年度相談受付実績
事　案　分　類 件 数

宅地・建物関係 13

登記関係 12

医療・薬事関係 11

環境・衛生関係 8

道路関係 7

高齢社福祉関係 6

社会保険関係 6

税金関係 4

I T・通信関係 4

その他 43

合　　　　　計 114

高岡市ふれあい福祉センターで
一日合同行政相談所を開設します

　総務省では、行政相談について広く国民の皆様に知っていただき、利用しても
らうため、毎年９月及び10月の２か月間を「行政相談月間」として、全国で相談活動
や広報活動を重点的に実施します。
　富山行政監視行政相談センターでは、この月間行事の一環として、以下のとお
り、高岡市と共催で「一日合同行政相談所」を開設し、登記や税金、年金、道路に関す
るご相談のほか、相続手続や成年後見手続などに関するご相談も受け付けます。
　相談所の詳細については、下記までお問い合わせください。

高岡市
一日合同
行政相談所

日時 ： １０月３0日（金）　午後１時～４時
場所 ： 高岡市ふれあい福祉センター　2階　研修室201、集会室
参加予定機関 ： 	富山地方法務局、高岡年金事務所、富山県、高岡市、
	 富山県司法書士会、北陸税理士会、行政相談委員、
	 総務省行政相談センターきくみみ富山

問い合わせ 	 総務省 富山行政監視行政相談センター� 電話：076-432-6338

行政苦情１１０番 全国共通番号
ひゃくとおばんお こまりなら まる まる くじょー

0570-090110電 話

この電話は、お近くの総務省行政

つながります。
相談センター「 　 」に

インターネットによる相談

行政相談受付
WEB

行政相談委員への相談

あなたの街の行政相談所
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◆◆ 行政相談委員 と 定例相談日  行政相談委員 と 定例相談日 ◆◆（ご相談は無料で、秘密は厳守します。）

氏　名 　 定例相談 　曜　日 会　場 時　間

0

高
岡
市

小 林 　 紀 孝 毎月第2月曜日 戸出コミュニティセンター 13時30分〜16時

須 賀 　 泉 美 毎月第2火曜日
毎月第4金曜日 高岡市役所会議室 13時30分〜16時

矢 野 　 深 雪

荻 原 　 隆 夫 毎月第3月曜日 伏木コミュニティセンター 13時30分〜16時

山 田 　 　 晃 毎月第2月曜日 福岡支所 13時30分〜16時

0

氷
見
市

高 林 久 美 子

毎月第1･3月曜日
氷見市役所カンファレンス
（�左記の3名が交替して2名体制で��
対応します。）

13時30分〜16時林 　 　 英 嗣

西 川 よ し 子
0

小
矢
部
市

高 田 　 圭 子
毎月第2火曜日 小矢部市

総合保健福祉センター 13時30分〜16時
畑 　 　 幸 恵

0

射
水
市

森 田 ひ と み 毎月第1水曜日 救急薬品市民交流プラザ 13時30分〜16時

荒 木 　 保 子
毎月第2木曜日 新湊交流会館

（左記の2名が交替で対応します。） 13時30分〜16時
大 西 　 　 誠

津 田 　 重 治 毎月第4火曜日 射水市役所会議室 13時30分〜16時

高 越 　 一 舟 毎月第3水曜日 大門総合会館 13時30分〜16時

0

※相談日が祝日と重なるときなど、相談日を変更する場合があります。

● 各市の担当課（高岡地区）�
高 岡 市 市 民 生 活 課 〒933-8601 高岡市広小路7-50 TEL（0766）20-1327

氷 見 市 市 民 課 〒935-8686 氷見市鞍川1060 TEL（0766）74-8010

小矢部市 生 活 環 境 課 〒932-8611 小矢部市本町1-1 TEL（0766）67-1760

射 水 市 市民活躍・文化課 〒939-0294 射水市新開発410-1 TEL（0766）51-6622
行政相談委員は、総務大臣が行政
相談委員法に基づいて、民間有識者
の中から委嘱しています。

･･････ 行政相談委員は、住民の行政（役所）などへの苦情や意見を受け付け、改善にいかしています。･･････

『気づきに声をあげた相談』
　相談者は、川に自生しているいくつかの雑木の枝が川幅の半分ほど占めるくらい成長
していることに“気づき”ました。この“気づき”に不安を感じて、相談においでました。

　相談者と現場を確認し、河川管理者に現状を伝え、対応の検討を依頼したところ、早々に雑木の撤去が
行われました。
　事故が発生する前に対応できたことを“気づき”に声をあげ、行動された相談者と共に安堵しました。

行政相談委員　高田　圭子

委員からの
一 言


